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文学部文化人類学専修

埼玉県桶川市出身

「東北大学だからこそできる

活動をやりたかった。もとも

と家族で鳥人間コンテストを

見ていた。」



Windnautsの歴史

1993年設立

93～96年大会は落
選

初期は滑空機部門

人力プロペラ機部門

に転向

歴史2(発展期)

03大会 24キロ超えの大
記録

06年 初優勝

08年 優勝、大会新記録

11年 優勝

12年 連覇



歴史3（近年）

15年 優勝

優勝から遠ざかる

コロナ流行

22年 復活、優勝

23年 学生記録更新

準優勝

歴史

30年を超える長い歴史

優勝6回(23回出場)継続的な強
さ

鳥人間コンテストの強豪に



なぜ強いのか？

「頭がいいから？」

「パイロットが強い？」

「製作技術？」

なぜ継続的に強いのか？

上記の理由なら毎年勝つことができる

毎年勝つことは不可能



強さの秘訣＝つながり

私たちは他の学生チームと何が違うのか

何が優れているのか？

↓

ネットワークが優れている！

人力飛行機というものづくり

専門性が高い

学生チームは3年で入れ替わる

技術の継承が難しい



人力飛行機というものづくり

お金がかかる

プロペラ機なら製作から運用まで300～400万円

学生だけでやりくりできる範囲を超えている

人力飛行機というものづくり

不確定要素が大きい

手作りかつ天候の影響が大きい

そもそも毎年大会が開かれるのかわからない



人力飛行機というものづくり

「科学的」価値がない

科学の発展に貢献しない

研究では無い(科研費なし)



だからこそ継続的な活動が難しい！

Windnautsが人力飛行機を作るためには

技術の継承と資金の確保の両立が必要

多くの学生チームが苦戦

→つながりの強さ＝記録



ラトゥールのANT(アクターネットワーク理論)

ブルーノ・ラトゥール

1947－2022（フランス）

哲学・人類学の巨人

科学人類学

『科学のつくられているとき』

『虚構の近代』



ラトゥール

「科学的事実がただ存在するだけでは意味が無い」

↓

「ネットワークとつながってはじめて意味をもつ」

Windnautsもつながりがあってはじめて意味をもつこと
ができる

優れた設計図→何の意味も無い

かたちにしなければ意味が無い

お金、技術がない

そもそも科学的価値がない



Windnautsのネットワーク

OB(Old Birdman)

設計・製作に関する1TB以上の引き継ぎ資料

学部生OBは積極的に来てアドバイスをくれる

資材調達等の引き継ぎも

困ったときはOB会費

東北大学とのつながり

学生支援課→コロナ渦での時間延長、廃棄物処理等

流体科学研究所→母体組織

ボーイング社との取り次ぎ、研究設備利用

創造工学センター→加工機器の利用



創造工学センター

ボーイング社

教育プログラム(BHEP)

プロジェクト支援(90万円)

大林先生のご尽力



富士化学工業

スタイロフォーム提供

年間で100万円以上支援

翼の主材料

仙台市科学館

機体展示(2012年)

教育活動(Windnautsコーナー)

子どもに人力飛行機を見せられる



東北大学Windnauts支援募金

2023年夏から

累計で400万円を超える

一般の方のご支援

なぜネットワークが構築されるのか

美しい機体

「価値」を共有している

感動を与えられる







学友会長賞受賞(22年パイロット丹治開)

贅沢なことを毎年できる蜘蛛の巣

・OBの積み重ね→材料の調達から製作運用方法まで

・富士化学工業からのスタイロフォーム

・ボーイング社、流体科学研究所からの支援

・活動支援課、基金・校友事業室からの支援

・一般の方からの注目

・社会とのつながり



Windnautsに価値が生まれる
そして、ネットワークが広が
っていく

大きなネットワークが大きな
価値を生む

東北大学の価値を上げること
になる

皆様がネットワークに参加してくだされば心強いです！


